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1. はじめに 

非平衡大気圧プラズマの農業応用に向けた研究が盛んに行われており，ミドリカビなど微生物の殺菌

だけでなく，種々の生物種の成長促進効果が報告されている.1,2) しかしながら現場でのプラズマ処理の

実装に向けたフィールドでの実証例は極めて少ない．そこで本研究ではフィールドにおける低温プラ

ズマ処理の効果を検証するため，圃場へ定植したイネ苗に対し定期的に低温プラズマ処理を行い, 苗の

生育や収穫への効果を観察および調査した.  

2. 実験方法 

名古屋大学農学部附属農場（愛知県東郷町）の圃場に定植したイネ苗に対し低温プラズマ処理を行っ

た．苗への直接照射とPAL溶液の浸漬による2種類の方法を用いて，直接照射では照射時間 (30 s〜5 min

照) を，PAL処理では希釈濃度 (×25倍〜1000倍希釈液および蒸留水) を変化して，定植後より出穂期

までの期間，直接照射ではさらに前後期に分けて処理を実施した．収穫後，長さや重さ，穂の実りに

関する形質調査を行ったほか，収穫された玄米の重量や品質調査を行った． 

3. 実験結果および考察 

図に収穫後形質調査における１株穂重, すなわち１株から収穫された穂の重量の結果を示す．前期に

直接照射した苗では照射時間依存的に対照区よりも増加した．一方で後期ならびに前後期とも処理し

た苗ではあまり変化が無いか，減少する結果となった．すなわち苗の生育段階に対する最適な処理期

間や照射時間が存在することが示唆された．また，PAL処理は前後期を通じたもののみ行っており，濃

度依存的に減少する傾向がみられた．本結果を含めて収穫への効果について詳細に報告する．  
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図	 処理条件ごとでの 1株穂重の結果	
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